
令和 8 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所:有限会社京美容室　Maison de Mariage

実施日程:2026.1.28（水） 10:00～11:30 活動の様子の写真

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要: 成果物の写真

近隣の美容室へ行き、身だしなみについて、実践とお話を聞く

利用者数:11名(当事業所のみ）

＊つくし工房（就労継続支援B・移行支援事業所）との共同開催で実施

＜目的＞

＜成果＞

・身だしなみとおしゃれの違い、働くため（就労の場）での身だしなみについて

講師からの話と実践から具体的に学ぶ。

・他事業所の利用者と一緒に活動することや講師の美容室の方とのコミュニケー

ションを取ることで社会性を身につける。

・利用者が日々の生活や就労の場などに直接活かすことができる。

就労の場面では、仕事への意識や能力だけでなく清潔感や身だしなみも重視され

ることを美容の専門家や就労支援員からの話と実践(ヘアセット、メイク等）か

ら学ぶ機会となった。日頃から「自分が相手に与える印象、どう見えるか、を意

識することは社会人として大切であること、少しの工夫で与える印象を変えるこ

とができることを学んだ。利用者同士がお互いの変化に驚き、笑顔で会話する場

面が多く見られ、利用者間のコミュニケーションも図ることができただけでな

く、他事業所との共同開催により、他事業所との交流の機会となった。

課題点：他事業所との共催であったため事前に打ち合わせは行っていたが、当日

利用者のグループ編成に手間取ってしまう場面があった。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ソーシャルファームドリーと緑の風 事業所番号 1510300690

参加した利用者からの意見・評価

鏡を少しでも見て自分がどう見えるか考えるようにしたい。普段より少し丁寧に髪形やメイクをすることで気分が上がることが分かった。美容師さん

の服が素敵だったので華やかな服に挑戦してみようと思った。眉を少し整えるだけで印象が変わることがわかってよかった。いくら能力があっても身

だしなみ（第一印象）が悪ければ面接で採用されない。身だしなみや服装に気を付ける。就職するにあたっての身だしなみを詳しく教えていただき感

謝している。

・初めての経験であったが、当社スタッフも会社としても今回の取り組みは大変勉強になった。機会があればまた開催してみたい、別な事業所とも開催してみたい。

・今後の連携強化に向けた課題としては、利用者さんの特性や障害に個人差がある為、それに全て対応することが難しい（設備等の問題も含め）。

住　所 新潟県上越市大字丸山新田183-1 管理者名 早津　薫

連携先企業（担当者） 有限会社　京美容室　代表取締役　関原英里子

利用者からの意見・評価

電話番号 025-546-7127 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

様式２

美容師さんにヘアセットを行ってもらう メイクのアドバイスを受ける

就労以外に冠婚葬祭での服装や

マナー等についての話をして頂く 地元紙に活動の様子が掲載される


